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スにおける鉄道業白形成と発展については， 1. Simm阻民TheRailway in E時land田 dWalesノ










¥18:;ひ1914，Vol. 1， tllt; System and Its Working， Leicester University， 1978， H. Pollins:， 
Brit出n'sRailways: A.n lndustrial Hislory， 1971， T. C. Barker ancl C. 1. Savage， Aη 














































5) 島教授が依拠したのは， 201世紀初頭の鉄道史家の標準的な見解を示す E.A. Pratt， A History 




loco-motive monsterJあるいは「悪魔のような機減 InfernalmachineJ として忌み嫌う地主の
態度か一面的に強調されといたのである。他に，標準的な見解を不ナものとして， W. T. Jack-
man， The D四，[0ゆmentof Transponion帥 ModernEngland， 1916， 2 nd. ed.， 1962 またこ
れらが準拠した古典的な研究としてはI J. Francis， A H川町y01 the English Railway; 1ts 
Social Relati，切t& Revelatio71s 1820-1845， 1851， Rep.， 1963がある。
6) 批判的な研究としては， D. Spring， The English Landed Estate in the Age of Coa1 and 
lron: 1830-80. Journal of E回 nω7licHistOT;Y. Vo1. XI， No. 1， 1951， H. Pollins， A Note of Rail 
way Constructional C白 ts1825-50， Economica， (N. S.)， Vol. XIX. No. 76. 1952， J.τWard， 
West Riding Landowners and the Railways， Journal 01 Transport Histo叩>Vol. IV， No. 4， 
1960， F.乱ιL.Thompson， English Landed So口etyin the Nineteenth Century， London， 19'63， 
D. Spring， English Lanoowners and Nineteenth Century IndUSf.rialism， in]. T. Ward &ノ
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、R.G. Wilsan (ed.)， Land and Industry: the Landed Estate 'and Indust円alRevolutio叫
1971，銑道建設に地主が積極的な役割を果たした個別事例の研究としては， F. C. Mather， The 
Duke of Bridgewater's Trustees and the Coming of the Railways， Tr即日出ons01 the Roy 
al H istorical Societメ 5th Ser.， Vo1. XIV， 1964， Dennis Whomsley， A Landed E剖ateanu 





7) J. T. Wa，d，。ρ cit.p. 243 








































1) 非農業的事業への積極的関与については，さしあたり. J. T，‘ Ward & R. G. Wilson Ced.)， 
L叩 dand Industry，わが国ての研究としては， 島浩二， イギりス貴重失がJ大土地所有と所領開
発. r経済科学通信」第22号， 1978年j 同. 19世紀イギリスにおける住宅政策の展開. r阪甫論
集」第16，告第2号， 1981年を参照。




























ランカシアの最北端郡 hundred であるランズデイノレ Lonsdaleは，第1図
で示されるように，クント河とその河口周辺から広がる theMorcca m be Ba y 
Sandsを境にして南北2つの部分に区分される。ファ一三ス(カートメノレ Cart.
14) ζDファー エス地方自，原料供給地域から，当時世界最大白ベッセマー 工場を擁する新興の製
鉄業3也域への変貌は，鉄から鋼へ白時代における19世紀イギリス製鉄菜白地域的軸点の移行を構
成した要素吉あった。この意味で， この地方は，単なる事例分析以上の意義を持つ。なお，この
軸点移行については， Alan Birch， The Economic History 01 the British lron arid Steel In 
dustry， 1784-]879， 1967を毒照。

























15) William Father & J. Brownbill (ed.)， Tke Victoria History of tke COU71ty 01 Lancaster， 
Vol. VII， 1914，pp. 1-3， J.D. Marshall， Fi似rnessand the Indust円α1Revolutio叫 1958，pp 
1-3. 
の一環に組みこむものとしての鉄道建設が，






















2，627人.約45克であったG この地方の鉄泡建設以前の社会経宵史については， J.υ. MarshaU. 
op. cit. Part 1， Furness Industry and Society befo.re the Railway Age.またカンブリア地方
のー 構成部分としてのこの地方の歴史を概観したものとして.C. M. L. Bouch and G. P. Jone品
川 ortEconomic and Social H isto門 0/the Lake Co叩 ties1500-183ι1967 旧耕地制度の存
続およびそれに関連する研究として. H. Garenderers Pearson， The Town's Book of Biggar， 
Isle of Walney 1830-1895 Transactions 0/ Cumberlaπd & Westmorland Antiquarian & 
Archaeological Society， VoL 2 (N. 5.)， 1911， R. E. Porter. The Townfielcls of Coniston C. 
& W.， Vol. 29 (N. S.) 1929， WiboH sutler， TownfieJd of Broughton and Subberthwaitc 
in-Furness. C. &配 Vol.29' (N. S.)， 1929， T. H. Bainbridge， Land Utilisation in Cumbria 
in the Mid.Nineteenth Century as revealed by a Study of the τithe Returns， C. & W. 
Vol. 43 CN. S.)， 1943 
17) 1746年の Toverdi vision rJ)課税資産'41に対し，異なる納説者数はその90%にあたる37人であ
った(].D. Marshall， ot. cit. p. 59. Note 4)。ζの点から推測されうる。
90 (218) 第136巻第2号
第1表地租査定薄課税資産規模構成 (1746と1790)?…?n m I V Iv 日 D川150刊 001い1凶00"'5叩 1 5印0叩日ト~ 1ドエ-→カト一 (傍ω%m 〕82引 68 の1 削 6.2幻)1 引 l 心川I 2 ω 2判〕川| 四 6 α仰0∞0ω.0
回肌2(佃5臼5幻|同叩即2(8.1υ) 1川30αω幻叫1 2 (ω0.1川〉11却 ω0叫0ω 〉
X 
竺46 1 
[備考〕ファ ニ二ス全体の地租賦謀総額の9/10を占める 23divisions ~数値
[出典JJ. D. Marshall， Furnes$ and the 1:πdust円alRe叩lution.1958， p.57. table 4より作成.
註 原表民地泊額による規模分類を示したものであるが， ζ白地方における“acreequiva 
lent"すなわちエー カー あたりの課税額が4ヘンス未満であること，また原衰の作成者





1790年の資産規模構成を見れば， I (5 -50エーカー〕層の全体に占める割











この地域で隔絶した土地所有規模を誇るのは，ノミーリ γ トンイ白 thcEarl of 
Burlington・キャベンディ V品家 theCa vendishesであるU キャベンディ V ュ
家は，イギリスでも屈指の伝統的な大士地所有貴族であり，イングランド左ア






これにつく¥大土地所有者は，〆ックノレ 公 theDuke of Bucc1euchであ
る。かれは，かつて大修道院によョて直接支配されていた 7つのマナの領主権
を保持しド ルト γ周辺の採鉱地域に広大な所領を所有していた2九第 1表で
示吉れる V (50口エーカー以臼層の 2つの十地資産はかれの資産であった。
ζれらに比すると程度こそ劣るが，大土地所有者として， 1，000エーカー以
上の資産を所有し， Pennington・7 ナ領主でもあるマンカスター男爵 theBar-
on of Muncaster22.九鉱山所領を所有し， Bolton ・マナ領主のダーピー伯 the
Earl of Derby2nがつづき，さらに，ジエントリ層(このなかにはマナ領主権
を掌握するものが含まれている〉がつづく加。
18) キキへンディシュ家は，その爵位取得が Justiceof King's bench として， 1377年白ワv
トータイラーの反乱を鎮圧した功により，騎士 Knightの称号を得たときに遡ることができる，
イギリスでも古い家系である。この familyhistoryについては， Henry Leach， The Duke of 
Det'011shire一一Atersonal and political Riography， 1904. pp. 1-21。 たお 19世紀白キ+へ
ンディシュ家の全所領規模は， 198，572エ カ であった。これについては， John Bateman， The 
Great Lαnd!ωm:rs of Gre叫 sri臼in-& lreland， 4th ed.， 1883， rep.， 1970， p.130。
19) キャベンディシュ家のファーニスおよびカートメルにおける土地資産の形成は， 18世紀後半の
描姻と購入によってなさ札た。詳しくは， iにC.H. Lancs.， VIII， pp. 291-2，312， 396.婚姻によ
り取得した Lowther家所所領については.Lowther Bouch， Lowther of Marske CCleveland) 
and Holker， Transαction.s 01 Cumberland & Westmorland Antiquarian & Archaeological 
品ociety，Vol. 4 (N. 5.)， 1945. T. H. Bainbridge. op. cit.， p.89 
20) J. D. Marshal， op. cit.， pp. 10， 73， T. H. Bainbridge， op. cit.， p.89 
21) ibid. pp. 8-9， 93 ワァ エスにお日る所領および閣主権は，事方的， the Duke of Montagu 
の資産を 1812年に相続したことによ勺て得る。これについては，V. C. H. Lancs.， VIII， p.300. 
22) J. D. Marshall，ο't. cit. p. 74. Lord Muncaster は. ]. c. C. Sawrey of Brou~hton.in-FlJrne3S 
から，その資産を継主主した。 17百年の Sawrey家白資産は， 9農場" 1宿Iltさらに25人によ
って占有される69匂エ カー の土地であった。
23) Alfred Fell， The Eαrly Iron 1:ηd幻stry01 Furness ω~d District， 1st ecl.， 1908. new imp. 
1968. p_ 63-64 















ド leasehold一一この時期のランカシ7北部で一般的に見られる leasefor 
livesであったが を除けば，農民の土地保有態様は，慣習保有 customary
holdか自由保有 freehold のいずれかであり，そのうち，前者が支配的な保
25) Brief Marx and Luwig Kugelman， 29. Nov.， 1869， Marx Engels Werke， Bd. 32， S. 638， 















26) 農業関胃、資料としての地租査定薄 LandTax Asses四nentfl)意義と限度について，椎名重明，
「イギリス産業革命矧の農業構造J，1962年を参陣地
19世紀前期イギりスのファーニスにおける土地寡頭制と鉄鉱山業 (221) 93 
有態様であったからである 2730
言うまでもなく，慣習土地保有は領主の意志によって atthe will 01 the 
lord，マナの慣習に従って accordingto the custom of the manor，その保
有権が保証される土地保有である。この地域の慣習保有は，スコットランドと
の国境地方に見られたかつての国境警備奉仕保有 tenureby border service 
の転化したものである町。第2表は，かつての大修道院領 Eあって，ハックル
第2表マナの慣習と借地権 cu，tomsand tenant~right 
¥¥マ ナ Plaiu Furness ・マナ Kirkby lrel帥・マナ
J ー¥¥¥¥(日宗教所領(世俗領主所領〉
事lJ1i一 三二二よ一一一一二土竺竺竺土___~_I
l相続是るしま譲渡こ除して， 2 I権利承認 admissonに際Lて，




















奉 仕 義 務|での補修 (borderservice: 60 I馬具の準備と提供 ploughor 
(1日奉仕義務) 1人の兵士，馬と馬具，能力に応 Iharrow service) 
じた武器の準備と提供〉
[出典1v. C， H， lTI， pp， 308， 322， 
Wilson Butler， The Customs and Tenant Right Tenures of the Northern Counties， 
C. & W" VoL 26， (N， 5，) 1926， pp_ 326ー7，332
27) J. D. Marshal1， op. cit.， pp. 8-11 
28) Wil!ion Butler， The Cn針。msand Tenant Right Tenure沼 of'the Northern Counties， with 
particulars of those in the district of Furness in the County of Lancashire. C. & W.， Vol 
26 (N. 5.)， 1926，. p. 300.， C.M. L. Bouch a，nd G. P. Jones. op. cit.， p.14こ申保有権はノ
94 (222) 第136巻第2号
一公がその領主権を掌握す二る PlainFurness ・7 ナとキャベンディシュ家が領





1926年にさえ地方史家 Wilson Butler は I今日，ファーニス地方には16
のマナが存在し，それらは~ナ裁判所，慣世，およびそれに関連する規則を
持っている」仰と指摘しτいる。さらに興味ある事実としてヲ ドーノレトン・マ












存在した。 Ulverstonマナの一部 Cacertain fine)， Church Conistonマナ(年地代の15借と17
惜).Penn ingtonマナ L年地代白6惜〉が，それである。 これについてはJ Wilson Butler， op
cit.， p.331， V. C. H. Lancs.. VIII， pp. 3回'， 364
30) ibidリ p.29ゆ.
31) Bolton with Adgadey マナでは.19世杷桂半に廃止されたが他の15のマナでは.20世杷支
で定期的に開催されていた。それは，開廷間隔の長いもので2年に 11l!，短いものでl年に2度
開廷されていた。これについては ibid.，passim 
32) W. Butler， op. cit. p. 324 
33) J. D. Marshall， ot. cit.， p.10 ζれと同じように， この地域のマJト制度存続の根強さを示す
ものと LてJ free holdがマナ裁判所に仕出華務を伴う cU1stornaryfree holdであったことも
興味深し、。これについては.V. C. H. Lancs.， VIII， p.377 
























費用の3分のlを負担すれば経官権の3分の1の権利が認められた(A.Fell， ot. cit. pp. 31-
34ふ ともあれ，ょの転換は，慣習保有権が「事実上田惜地権」にす1"なかった証左であったと
いえよう。
36) K. Marx， D叫 Kapital，Bd.， 1.S. 161. 
37) こ ζでは，近代的土地所有の形成過程を封建領主による「宮白神泉J(~土地自然と人間自主主〉








「この地域の鉄鉱石は， しばしば， トY当り 16，-.，17..、ンドレットウェイ lの
















39) R. W. Dickson， Agriculture 0/ Lancashire， 18日.p. 73， extracted in J. D. Marshall， ot 
cit'J p. 37.ファー ニス・ヘマタイト鉱の鉄官有率は，平均約60%であるが，それはI Cleveland 
の鉱石のそれか，30%程度であったことを考えれば，極めて高いものであったと言えよう。
40) 賦存状況については， A. Fel1， op. cit.， p.75 
41) この地域白木炭製鉄業の形成と発展については， A. Fellの研究以外に，それを概観したもの
としてI J. D. Marshall， 01>. cit.， pp目 19-41，Alan Birch. ot. cit.， pp. 33&-339 
42) FranCIs Leach. BarTO制 'n-Furness，Its Rise and ProgTes; with b円'efsketches 01出 lead
ing industry， 1872， p. 19 





















4:1) Joseph Fisher. Popular Histo叩 01Barrow-in-Furness. 1891. p. 12. 
44) A. Fell， op. cit.， pp. 75-76， 79 
45) ibid.， p.79. ζζで使用されてレたつるほしは両頭のもの一一一生長6インチ〈約 16cm)一 4
でありその一方の先端は鶴田〈ちばし状となり，もう一方の先端は，それによって鎖や模を岩石
に打ら込む ζとができるように，ハンマ 状になっていた。

















Harison， Ainsle & Co. Benson Harrison 




造業者によって設立。後に， C. S. Kennedy， G， Hud 
dlestonが独立し，解体される。
Chales Storr Kennedy 
George Huddleston 
James Park 
Richard S mith 
Thomas Petty 
Ul vt:reslun Minin区 Cu
Lindal Cote 
富裕な農民。 ThomasFisherは， rドールトン白鉱
夫の親爺 theFather of the Dalton minersJと呼
ばれるひ














Town & Rawlinson 
H. W. Schneiderは，国際的な金属取引業者で， 40 
年代初頭に参入し Fisher家から Whitriggsの権利
をえ500ポンドで購入u この時， Th町 nasFisherの
息子がマネイジャーとなる。
H. W. Schneider 
Ja"mes Farrell 
1am白 Davis
Furess Mining Co. 
Messrs乱1.Denny， R. Atkinson I Thwait Flat I 
&G. Ashburner 
恒竺n I 
[出暁1A， Fel1，噌.cit.， ].Fisher， 0.ψ cit.， J.D. Marshal1， ot.のんから作成
Mess四 Fell
























47) ibid.， p.76-78 なお， ζの時期に蒸気排水を導入していたのは， U 1 verston Mining Co. rJ) 
Lindal Cote鉱山のみで，それは例外的であった(J.D. Marahall， op. cit.， pp. 174， 195). 
48) F. Leach， op. cit.， Appendix， p.213 
4.9) A. FeU. ot. cit.， pp. 17， 32-34 























51) ibid.. p. 39掘進作業についてもファザムごとに費術級教的に増加する請負価格が支払われて
いた(1¥.Fcl. ot. cit.， p.79)。このような鉱土群の集団請負制あるいは下請制といえば，イギ
リス炭鉱業におけるチャ ター ・システム chartersystemやその頑落形態すあり， 19世紀の中
葉以降まと根強く存在したJ、ッティ・システム buttysyste田が想起されるが，ゾァー ユ λのそ
れも，それらと同様町も0であったと考えられるロチャー ター ・システムおよひパ少ティ・シス
テムについては，さ Lあたり，吉村朔央「イギリス炭鉱封働史の研究J，1975年，を参照。
52) Joseph Fisher， ot. cit.， p.42 
53) ζの場合，ホー ス シンを製作した大工がそのまま手代として坑ロ査定に従事した (A.FdI. 
ot. cit. p. 84.)。






















5の イギリス鉱山法。歴史において，たとえば J.V ネフのように(さしあたって， lohn V. Nef， 
Industry and Governme叫問 Franceand England. 1540-1640， 1957，紀藤，隅田共訳 D6，
7世紀の産業と政治J.1958を参照せよ).Regina V9. Nonhumberland訴訟事件に対する1568年






鉱山所有者コ 鉱山名 ( )内マナ
the Duke of Bucc1euch Whitriggs， Lindat Moor， Lindal Cote， Crossgates， 
Butts Beck， Eilliscale， Tytup (以上， Plain Fur. 
nessマナ)， Plu岬 ton(Ulverstonマナ〉
the Earl of Burlington Stainton， Holmebank and Great Close (Muchl吐a凶町n
マナ)， Adgar叶ley (Bolt町1wlt出hAdg.町rley マナ)，
TI古lWal抗tF到1.叫t(PI.剖1阻nFurnessマナ〉
the Baron of Muncas回 Penni暗印n(Penningtonマナ〉
the Earl of D町 by I Bolton Heads， Old HユIb(刷回nwith Adgarley 
マナ〕
[出典)AHred Fel1. Op. cit.， pp. 10-73吋 JosephFisher， op. cit.， pp. 41-42， 61-71， 113-126.， 
]. D. Marshall， op. cit.， pa釘聞から作成。
していた。かれはプレイン・ファーニス・マナ内の Wetflat鉱山，マッチラン
















の閲坑を禁止する続行規棋制限条項を含んでいた CA.Fell， op. cit.， p.3)。ζの地代支払形態ノ
























って与えられてたりー ス契約には，一種白スヲイディ γグ・スケー ル制が導入されていた。それ
は，通常の坑口価格9シリング0)3分のlないし2分自1の価格上下動が 3ヶ月持続した場合，
そり上昇分あるいは下落分に比例して地代額を変動させるというものであった。ただし乙の時期
においては，これは例外的であり， ファー =スにおいてスライデ4ングー スケ}ル制が一般化す
るのは19世紀世半臥唖白ことである。これについては，ibid. pp. 50-51. 




























































57) 農民の荷馬車輸送についいては， J. Fisher， op. cit.， pp. 36-39 
58) A. Fell， op. cit.， p.302 
106 (234) 第136者第2号
割，農民の鉄鉱石運搬に対する地主支配7 これbすべてのことは，プァ一二ス
鉄鉱山菜が，土地所有によ~"冨の源米(=土地白然と人間自然〉の掌握から資
本によるそれへの移行一一ιの過程の内部では，旧土地所有は，資本の発展と
ともにかつては臼らが掌握していた富の源泉主資本に譲り渡し，自らをたんな
る所有対象としての土地の独占に限定していくのであるが の，過渡的状況
にあフたことを示唆するものである。比喰的にいえば，鉄鉱li業は旧い諸関係
の痕跡をとどめる「土地寡頭制j の支配にすっぽわまるどと包み込まれていた
左いえ上う。これが，鉄道建設以前に見い出されるファーニス鉄鉱山業の現実
の姿であった。
(1984. 10) 
